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婦人労働界に，量的 ・質的変化が現われてきた。すなわち近年の経済発展による産業雇用の増大は，
家庭経済の打開のためや婦人の自覚や地位の向上と相まって，外で働く婦人をーそう増し，家庭従事
者を減少させている。しかも有配偶の婦人労働者が，増加してきた。
乙れらの諸現象は，近時のひ統計が明示している。さらに農村でも， 男子が工場 ・会社へ働きに出
るので，婦人労働が中心となり，婦人に農業と家事 ・育児の二重負担が，ーそうかかってきた。した
がって都市でも農村でも，既婚婦人の労働維持と乳幼児保育との関係が，大きな社会問題となってい
るのは，当然のことである。そしてそれが，保育所づくりや幼稚園への要望ともなって現われている。
ーそのさい雇用条件や社会保障の改善について も， 考えねばならぬのであるが。
今日，その乳幼児の正幣な発達を闘わぬ親はないし，家庭教育の重要性を顧みぬ親もほとんどない
であろう。しかし他方，婦人が安心して働き，また同時に乳幼児が心身共に，正常かつ幸福に成育す
るためには，よい保育施設を多数必要とする。 r人づくり」の基礎として，乳幼児対策や家庭対策が
論議されているのも， 当然といわねばならない。しかしながら今日においても，婦人は家庭にあるの
が本体であるから，乳幼児保育が問題ならば，むしろ職場を去り家庭へ帰れとの主張も，依然として
一部に繰返されている。それでは生計が成り立たぬ場合が多いし， また男女平等の権利 ・婦人の働く
権利を，どう考えればよいか。 ζれらは必ずしも新しい問題とはいえないけれども，困難な課題であ
り， しかも解決への道を示す乙とが，今日，必要といわなければならない。
しかし本稿では，解決策自体よりも，その基礎としまず児童・婦人労働と関連した保育運動展開の
歴史を内外にわたり，考察する乙とを中心とし，最後』ζ今日の課題にも言及する。しかもとれらの問
題発生花関し歴史的に古いイギリスの場合から，説く ζとにする。元来，婦人労働は保育運動の展開
iζ対する主な要因であるが，決して縦ーの要因ではない。 2) A.G田 el (1880ー 1960)も主に今日の
時点からではあるが，つぎのように指鏑する。すなわち 「複雑な社会のカが幼児教育施設を産んだ。
そしてさらに錯雑した力が，今日，施設を支え組織させている。産業革命 ・経済的貧困 ・戦争・人口
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の都市集中 ・出生率の低下 ・進歩的教育運動 ・生活科学の発達が，幼稚園 ・保育学校 ・保育所などを
設けさせた。それらは文化の徴候 ・産物である」と。しかし 3)I.L. Kandelと共IC， i保育所の設置
は歴史的にみて，働く婦人の子どものためのものであったととは，いうまでもないjζとも， 正しい
のである。
すでに18世紀末には，貧困家庭の幼児のための近代的保育施設が出現， 1779年に新教の牧師 J.F.
Oberlin (1740-1826)が，アルサスに世界重量初の「幼児保護所J Asylumsを設けたととは， 有名で
ある。またのJ.Grabnerは，旅行記 λJberdie vereinigten Niederlande" iオランダ合衆国J
(1792)において， i遊戯学校J Spielschuleの光景を描写している。他方，5) K. Marxl<:よれば，
17世紀のオランダの或る救貧院では，僅か4才の子を働かせ，働けると喜んでいる 0・いずれにしても
数貧院や農繁期季節保育所の起源は，いわゆる保育所や幼稚園のそれよりも古いにちがいない。
今回は， 1810-60年代のイギリスの幼児の悲惨な生活 ・苛酷な婦人労働と保育運動の展開過程につ
き述べる乙とにする。
I イギリスの幼児の惨状と婦人労働
世界に先んじ産業革命を遂行し，資本主義社会への移行が最も早かったのは，イ ギリスである。そ ζ
にはまた， それに伴なった混乱や困難な問題も，いち早く出現した。すなわち貧困 ・失業 ・悪徳・苛
酷な婦人労働・伝統的家庭の崩壊・悲惨な児童生活などがあげられるが，とれらの実情を懸念し，対
策に尽力したのは，宗教団体と一群の博愛主義者と社会主義者であった。ことにそれらの背景を分析
し，弊警の除去に力めた代表者としては，R.Owen (1771-1お8)，ついで K.Marx (1818一部)とF.
Engels (1820-95)をあげる乙とができるであろう。
(注)ドイツを中心としたものとしては.19也・紀の後半であるが.A. Bebel (1840-1913)があげられ，その著
「婦人と社会主義J (婦人論) Die Frau und der Sozialismus (1879)は，有名である。
1. Owenの著 「新社会観」と 「自叙伝」なと
OwenはANew View of Society (1813-16) ，Life of Robert Owen by Himself (185η ， An 
Address to the Inhabitants of New Lanark (1816)において，18世紀初期の幼児の悲惨な生活・
労働者の貧困 ・慈徳につき述べている。6) i当時，子どもは6才で綿糸 ・羊毛 ・蛮麻・絹紡績工場に
入るととを許されたが，時には5才児もいた。労働時聞は夏冬も， 法により制限されず，普通1日14
時間，所により15時間，ひどい所は16時間でさえあった。ーしかも工場の多くは，人為的に熱せられ
て，健康に最悪の状態にあった」と。それで彼が管理した Scotlandの NewLanark訪績工場では，
伝統を破り公立慈善院から徒弟を採る制度を廃し，…6，7， 8才児を雇う習慣を止めた。そして
10才までは，健康と教育を :与えるよう両親に勧告し，まず 5-10才児を村の学校へ入れるととにし
た。
産業革命の進行により家庭内の独立的紡織でなく，大工場内で酷使されたので，労働者には…η 「
悪徳 ・不道徳が非常に拡がった。怠惰 ・貧困 ・一切の犯罪のなかで生活し，生活は負債と不健康と悲
惨に充ちていた。しかも事態を悪化させたのは，…強い宗派的影響」であった。したがって B)i貧し
い労働者住宅は，幼児の訓練には適さない。幼児たちは…日々仕事に追われる親の邪まになる。 それ
で彼らは，訓練 ・教育のゆきとどいたものに必要なものとは，正反対に話されたり扱われる。 1∞ 人
のう ち99人まで，親は子どもを， ζとに自分の子を扱う正しい方法を知っていない」と， Owenは慨
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膜する。
2. EngelsとMarxの著述
A. Engelsの著 「イギリスにおける労働階級の絞懲」から Engelsは42年 イギリスiζ渡り，か
の..DieLage der arbeitenden Klasse in England" (1845)を「大ブリ テン国の労働者階級lζょ
せるJとして書いた。
(注)大紡績工場などでは，すでに 「工湯法」により若干労働条件が改善されていたろうが，中・小工場や下錆
の家内工業などにおいては，50ー印年代でもl日態依然であり，資本主義の発展と共IC，貧富の絡差はーそ
う大となっていた。
(1)悲惨な住居と児童死亡率。一牧師 9)G.Alstonの報告をつぎのようにかかげる。 Londonの
Bethnal Greenの労働者密集地域。400ヤード平方以下lζ，家匡l却0，家庭2795， 1万2千入居住，
10-12吠平方の 1部屋に夫 ・妻 ・子4-5入，しばしば祖父母も同居。乙とで食事と睡眠，ボロの仕
事衣たけで，ベッドも漢と鋸屑入りのサックだけしかない。
(注)ひどい1例。 1844年2人の男児が空腹のため，肉屋から半分料理した肉を盗み食い.察にあげられた。家
へ調べIC行ったら，母親はもと兵士で後IC重量官の夫の寡婦，子ども9人， 家具なく， 破れた机と精子2っ
と茶腕と鉢だけで，かまどにもほとんど火がなく，ベッドもバンと交換して，ボロ布だけだった。
それらは当然，児童の身体へ悪影響を及し， Manchesterからの近報によると，労働者の 5才児
以下の死亡率は57%，上層階級では20%，田舎地区平均32%で，伝染病もManchesterと Liver卯01
では，図舎よりも 3倍死亡する。
(2)婦人労働と児童労働。一母親の労働の間， 乳幼児は閉じ込められるか，お金を払って他へ預け
られる。それで馬車にひかれ，J引ζ倒されて死lζ，溺れたり「やけど」死の子も多い。 44年の報告は，
1週間の「やけど」死6，M.anchesterだけで毎週1を示している。
(注)Engelsはζれらはすべてプルヅヨアジーの犠牲であるとし，社会革命の必要性を示し，他方，乙れらは苦
悩と悲惨な楽しみ少ない労働者子女への善行かと皮肉っている。
ζとに母綬の工場労働(機械の採用で男子工が不用になってきた)の仕事は，紡・織共iζ主tζ切れた糸
を結ぶ乙とで，女子の柔かい指が役立ち，また低賃金のため婦人と児童を歓迎した。綿糸工場の56 
~%，亜麻工場の70~は女子労働者 (39年)。 しかしかような労働は，繋が1日12-13時間働き，夫
も働いているので，家庭生活を破壊し，子どもは雑務のように野蛮に成長する。 また母親は，分娩後
3-4日で工場で働き.自由時聞に急ぎ授乳に帰宅する。また20才で2児をもっ或る母親は，小さい
方は乳児で他は少し年上で，その子がお守りをする。母親の労働は，朝5時から夜8時までで， 1日
中衣服から乳がしたたれている。
(注)労働者の病で倒れるものと早死も多い。悲惨な生活lζブルジヨアジー が認めたのは， r欽酒と性jの享楽
のみといわれた。私生児も多かった。
レース製造と鉱山にも，児童を多く雇い，前者は糸を通し「もつれ」を解きひっぱる仕事，7-14 
才児 (P与には4，5， 6才児 Grrainger委員は2才児を発見) が14-16時間働く 。
それで近眼 ・黒そとひ ・食欲不娠 ・腺病質となり背椎が曲る。 _10)rレース引き Iace-runnerは
歩きブiでわかる」といわれた。鉱山では， 4-7才児が洛ちた鉱石 ・石炭を拾い，抗道の戸口の番を
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する。 12時間の労働。
(注)1邸9年のイギリスの工場労働者総数419，590人うち女子242，296人であり，また総数のうち192，887人は18
才未満の男女であった。
B.Marxの著 「資本詣Jから oDas Kapital" (18o7)はその所々に，主に60年代のはじめの児
童 ・婦人労働の状況をば「児童労働調査委員会Jの資料から引用し述べている。近年発達したマッチ
製造業では， 111 i顎藍緩症が拡がった。労働者の半数は13-18才未満の少年…非衛生と不快のため評
判悪く…錦織に瀕した寡婦などが， iボロを着た空腹で放任された無教育の子」を渡すだけ…5人は
6才であった。 12-16時間労働。夜間労働とたいてい燐毒に充ちた作業場での不規則な食事」 。
(注)乙の状態をMarxは， r神曲」を書いたイタリアの Danteもかような工場では，彼の凄惨極わまる地獄の
構想、が，乙れに及ばぬζとを見出したであろうと評している。
またレースの仕上も，いわゆる「女親方の家J(彼女自身も食乏)でか，自宅での労働として営まれ，
12) r婦人や少女や子どもを使う…児童が仕事をはじめる平均最低年齢は，6才だが，5才以下のこと
も少なくない。…朝の8時(往々6時) から夜の10-12時までも続く…それ自体無味単調なので，消
耗的である上，一切の非衛生的状況下で就労する。…労働時聞が延びるにつれ， ~長い棒1 が刺激剤
として， L女親方1 の用 lζ立つ。~単調で眼を痛め， 同一姿勢が続くため…終り頃に子どもたちは，
疲労を増し，烏のように落着かぬ。全く奴隷の仕事である~ Their work is like slavary.しかも
婦人がその子と共に自宅で， …往々屋桜裂で夜おそくまで働くときには，事態がーそう悪い」 。レー
ス編みでも同じで，め「子どもは6才から，時にはもっと早くから，…最初の1年聞は，最年少者が
1日4-8時間働くが，2-2.5才児が使われたζともある」。
(注)H.C.Dent によると， 18l1t紀の記録では，或る子は2才前ICJiEわれた。そして3才前は，普通のととであ
った。
他方，大工業K関連した 14)i婦人労働者は， 1842年以来，地下労働には使用されなくなったが，地
上では石炭の積込など，運河と貨車への運搬桶の運搬，選炭などを行う。 …彼女らは多く炭坑労働者
の妻 ・娘 ・寡婦で，12-50-60才である。…彼女たちは一種の男服を着用，多くの場合に蓋恥心は全
く抑えられている。…労働は坑内と同じく不潔。既婚婦人も多いが，家犀の努めを巣しえない… t子
どもの最良の感情は，母の手による養育から生ずるに違いない1が，…婦人が4季を通じ働き，しば
しば昼夜にわたり皮虜までぬれ，体質は弱められ，健康は害されている」と。
以上のような60年頃までの実情は，今日からはほとんど想像できぬであろう。しかし仔細にみると
今日でもそれと大差ない惨状が一部には皆無といいきれるか。要するにかような児童・婦人を含む労
働階級の犠牲の上IC，イギリスの資本家と上層階級は，奮を蓄積し，それを基礎にかつて7つの海を
支配，世界に君臨していたのである。Bebelはその「婦人論」の冒頭(第1章)IC， 15) i被抑圧者で
あるととは，婦人と労働者と同じであるJと膜いている。
(注)アメリカの社会学者 J.H.S.Bossardがその事f.The Sociology of Child Development'ο948)で指摘
するように， r時代は弱いもの救いないものの取扱い方により判断される」といいえよう。
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E 幼児・婦人対策と保育運動の展開過程
1. 児童 ・婦人労働対策
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悲惨な児童生活 ・残酷な幼児生活と苛酷な婦人労働lζ対し，乙とに前者のためには，すでに早くか
ら不充分ではあったが，救済の手が延べられはじめた。教育施設の設置による就学や「工場法J制定
への努力なども，その対策として進められた。たとえ一般的には， 16) r下庖社会iζ教育をぬす乙とは
'不必要であり危険でさえある unnecessary-indeeddangerousとの考方えが支持され，幼弱者の
労働でさえも，とくに不思議とされていなかった」 。 しかしかような思惣に対し，宗教団体や汎愛主
義者 Philanthropistsや後には社会主義者が，児童の人間性を認め，児童の労働搾取の不正を攻撃し
続け，また母性保護の必要を強調した。そして児童のためには，若干の教育と休息を与えるよう努力
した。すでに18世紀中に， rキリスト教知識普及協会JSociety for Promoting Christian Know. 
ledge (S.P.C.K.)は，全国lζ数百の「慈善学校JCharity schoolを設けていたし，ProtestantとCat
holicの非国教派も，貧民の教育 ・保護に当っていた。 また回数派の R.Raikes (1735-1811) は，
「日曜学校J Sunday schoolを設けた。貧児にとり日船日だけが，朝から夜まで就労せぬ唯一の
日であったから。しかしそれらの教育内容は，3R〆sの初歩と厳格な訓育と宗教教授を短時間施すに
すぎなかった。
要するにζの国の初等(庶民)教育は， 労働者階級の子女の救済 ・保護から出発し，幼児教育.につ
いても，その例lζ洩れず，後者は OwenIζより本格的iζ開始された。彼は児童の保護 ・教育を「幼
児学校JInfant Schoolと小学校との教育運動を中心とし，他方， r工場法Jによる規制を通して，
実現していった。なお彼は， Monitorialsystem (助教法)によって，慈善学校の貧児教育に新紀元
を劃した17) R. A. Bel (1753-1回2) と }.Lancaster(1778-1838)に対して， 1802年から数年の問
多大な資金の援助を続けたのであった。
A. r工場法」による児童保護 Owen自身の工場では，先に述べたように11才から労働させたが，
12才からを理想とすると共に，彼は「工場法JFactory Act成立のため献身的K努力を続けた。その
結果，早くも19年にその成立をみたが，25年のものと共iζ，全く守られず，31年のものも，若干守ら
れたにすまないといわれる。そしてさ らに18)34年の「工場法」が成立した。その内容は，およそつぎ
のようなものであった。
9才未満の児E置の労働祭止，ただし絹織工場を除く， 9-13才までの労働時間は，~48時間或は 1 日最
高9時間， 14-18才までは適69時間或は1目録高12時間，食事のため最低1時間半を与える。 18才未滋は
一切夜間労働禁止。工場医と工場監z陸宮の任命。そして14才未満児は，すべて毎日2時間の強制裁学，た
だし授業料として， 毎週1ペニーを賃金から差引き，工場医の年働証明書か教師の通学証明容のない児童
の雇用は， ζれを処罰する。
しかし工場主は，乙の法律に違反して平気であった。なぜならその処罰も少額の罰金を支拡えば
すむので違反した方が，彼らの利益であったから。 43年児童労働6時間半，宗教的義務教育法案をも
っ 「工場法」が，非国数派により否決され，さらに44年の「工j易法」によって，拘束12時間，実働10
時間となった。しかも実際問題としては， r工場法」適用外の工場も多く ，40-60年代の児童労働の
実情は， EngelsやMarx:が正確な資料iζ基づき指摘したのが，前述の通りであったのだから，驚く他
. ( 61 ) 
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はない。
B.婦人労働と家庭問題 苛僚な婦人労働については，先iζ述べた。婦人労働も「工場法」により
若干の規制は，行われたが，一般に苛酷 ・悲惨な婦人労働(工場でのやかましい規律を含め)の訴えに対
して，資本主義社会はそれでは 19)婦人労働を禁止し，婦人は退職して，母親は家庭へ帰れと応しゅう
した。しかしそれによれば，労働者階級の家庭経済は，破滅の他はない。働かざるをえない婦人が，
その大部分であるのだから。 MarxとEngelsは，かようなブノレジヨアジーによる婦人労働禁止提案に
対し，婦人が生産に従事するζと自体が，婦人と社会の進歩に寄与するとの立場から反対 した。そし
て男女同権の確立 ・婦人解放 ・婦人の資本主義的搾取からの保護と就学前児の集団教育と就学児童の
国家的な無償の義務教育を要求した。すなわち「共産主義の原理J(4η と有名なa>i共産党宣言」
Manifest der Kommunistischen Partei (48) において， iすべての子どもを，母親の養育なし
でやっていけるときから，国家施設で国費による教育(公共需要償の教育)をなし， 現在の形態の児童の
工場労働を廃止し， 教育と物質的生産との結合を図る乙とを要求する」 と述べている。しかしそれは
主張にとどまった。
(注)1. かような教育の原型は，すでに Owenがその 「新社会餓Jのうちに述べており， Marx自身も「資
本論」のなかで， Owenの 「生産労働と児童教育の総合」として高く評価している。しかし Owen
の 思想全体については 「空想社会主義jと評している。
2. Marxや Engelsの主張する「就学前児の集団教育J，r家庭教育をやめ社会的教育をJのJ恩怨は，
彼らにより実現されたのでなく，後IC.ソ速の N.K.Krupskaya(1861-1939)の家庭教育 bausliche
Erziehungの換りに，社会的教育 geselschaftlicheErziehungの思想へと一層発展し，今日のソ
速の幼稚園と保育所を産んだ。
2. Owenの 「幼児学校JInfant Schoolの創設.
当時の社会状況を直視した Owenは，人道主義的な教育的社会主義の立場から，上慰階級へ訴え，
その自覚と啓蒙を通し社会革新を期すると共lζ，その基礎と して，児童の保護 ・教育の心要性を強調
し，自ら社会改革と教育実験に専心した。それに対しMarxとEngelsは，i唯物的弁証法JMaterial・
istische Dialektikを基礎1(， プロレタリアの自覚と団結による社会革命を通しての解決の当然性
・必要性を主張した。両者の相違は，単なる思想、上の遠いのみでなく，背景に時代と資本主義社会の
成熟度の， 労貨の力関係の遠いもあった。要するに Owenは，単なる幼児の保護でなく ， Infant 
Schoolの構想1<:，新しい幸福な世界の出現をかけ，それが実践に着手したのであった。
(注)彼は当時の r?)レサス主重量JMalthusianismと違って，人口過剰をもって労働者の貧困や失業の原因と
も考えず， 理想的手段による解決を信じた。
A. Infaht School 創設の意義 Owenはすでに1802年，彼の。ANewView of Society"精神の
宜伝をはじめ，9年 NewLanark工場の中央lζ，Infant Schoolと小学校 (成人教育施設を合む) の
建設に着手し，16年いわゆる 「性格形成新学院JNew Institution for the Formation of Charact 
erー InfantSchool 乙 そζの学院の 「臨j ーを開校した。その開校に当り彼は前記の~An Address to the 
Inhabitants of New Lanark"を行い，今日から 21)i新しい時代がはじまらねばならぬJ~A new 
( 62 )・
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era must commencehと叫んだ。彼も当時支配的であった功利主義的人生観を支持し. r幸福」を
人生究極の目的とした。そして幸福とは，健康で，真 ・善 ・美の欲求と性格を伸ばし，それが個性的
に統一調和して，しかも貧困から脱出する ζ とにある。そのためにはまた， よい環境のもとによい性
格を合理的lと形成し，他方，社会が改善されねばならぬ。社会改革と性絡形成とは，彼において楯の
両面であった。しかも人間の幸福増進の手段を握っているのは. r一般に国民の政治を:tp:鐙している
人Jであり，さらに綬本において，理想社会の実現を阻止しているのは，人類の無知である。したが
って「無知や迷信の暗黒状態jを教育のカにより社会から追放すべきであると。
(注)またそのさい既成宗教を排駿否定し，宗教の災髄としての合理的・実際的な精神・2tのみを彼は認めた。
彼は人間の本性を「善」と考えたが，とくに環境(経涜的・社会的)の作用を重視した。環境の改善
によって，よい性格は形成され，よい性格の形成によって，環境は改善される。しかも彼において，
22) r性格とは一般に個人のために作られるのであって， 個人によって作られる ものでないJh That 
character is universally formed for， and not by， the individual~ のであるが， 乙れは人の性絡
が生活環境の彫響である乙とを説いている。
しかるに世界の，またイギリスの社会の現況は，どうであるか。 23)r世界のi母国 ・諸国家の政府は
…容易にえられる無限の拳福と善行を今日も知らず，かえって厳かな行為や処置により貧困・ 罪悪・
不利などを助長し， …弱者が犯す対社会的な害悪を罰せんとしている」のである。そして労働者階級
の悲惨な生活は，前述の通りであり，学童は教師の無知から，ただ信ずるように教えられ， 正しい思
考と知識から遮ぎられている。それで人類にとり最も優れた性格を形成するには子どもの訓練 ・教育
は，早くから組織的にはじめなければならぬ。 24)r気質や性向の多くは，子どもが2才にならないう
ちに正しくも正しくもなく形成され…また多くの印象は，生れて12ヶ月，いな6ヶ月の終りに早くも
与えられるもの」であり，しかも幼年期lζ形成されたよい性絡は，個人と社会にとり有益永続的であ
る。そのためには，集団保育が望ましい。
かような大規模な思想を背景iとして. New Lanarkの「統治JGovermentが進むと共に工場
経営の一環かつ基礎としての InfantSchoolなどを16年開設し，中でも「合理的幼児学校の組織J
Rational Infant School system IL対し，彼は最も心血を注いだのである。したがって彼は，乙の試
みを 25)r人類K向って合理的性格を形成するために行った合理的第一歩であった」と主張する。
(注)Infant Schoolの創設は， ドイツのF.Frobel (1782-1852)のKindergartenの創設1839年よりも，
20年以上早かった。
B. Infant Schoolの概要 Infant Schoolでは，夫婦共稼ぎの工場労働者や貧困者の子女 (1-
5 才児を2 部IC分け約80人〉を入~t. J.Buchanan (1784-1857)と MissM. Youngを教師として指導
した。乙の二人は職工から採用し.Owen自身が教育法を指示した。彼の教育会般の根本方針として
は， 23〉つぎのものを指嫡できる。すなわち (1)性絡形成論による環境改義教育 (2)子どもの自主
・自発的教脊 (3)愛と幸福の教育 (4)賞罰の廃止 (5)直観・実物教授 (6)生産労働と直結の教
育 (7)自然と直結の教育。乙れには近代教育の色彰が，きめて強い。そして合理的な性格形成と健
(臼)
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康増進と集団的生活訓練を重んじ，保育内容はmつぎのようであった。 すなわち戸外遊び・楽しみ ・
(実物・段型・絵などによる) 実物指示とお話，睡眠， 2才以上ーダンス， 4才以上ーダンス ・音楽・
軍隊的教練(分隊をつくり，若い大鼓打や寧笛lζ導かれて行進)，そして説密ー は厳禁，宗教は教えぬ。天候
と幼児の体力が許す限りは，戸外遊び。 保育料は月僅か3ペンス
(注)Owenの「自叙伝Jによると，彼は18年スイスの J.H.Pestalozi(1746-1826)を訪凋し，その人物をほ
めているが，教育方式は旧式と評している。しかし教育的響響を受けた。
他方，家庭教育を重視する Pestalozi自身が，同じく18年に「イギリスの大衆への演説Jで，人類はす
べて家庭で母親から受けるような就学前教育を受ける ζとの必要とその組織の設置につき，呼びかけてい
る。
Infant Schoolの価値は，必ずしも直ちに一般に認められなかったので， Owenは 23)I世界空前
のー制度…いかなる国や人によっても企てられなかった最初の幼児学校，それはわたしが， 社会の全階級に教
えたにかかわらず，…理解されずにいる。人類の将来を左右する永久の幸福が，…正しく実現される
のだが」と，はじめ慨嘆もしている。しかしやがて進歩的な人々に認められ，参観者も急iζ多くなっ
てきた。彼によると，幼児たちは 29)I職工の子とみな違ってきた。それど乙ろかどの階級の子とも逸
ってきた」のである。そしてお)I幼児学校或は性格形成新学院の名声は，海を越えて鳴り響き，…内
外知名の旅行者が年一年と多数訪れてきた。いわゆる tニュー ・ラナークの不思議1The Wonder 
of New Lanarkを現出するに至ったJと， 彼は満悦している。しかし乙の InfantSchoolは，
Owen自身がアメリカへ「理恕村J New Harmony Community of Equality建設のため出かけ
たので， 24年には閉鎖された。
3. Infant-School-Movementの発展 (抄)
ついで Owenの援助や指導によって LordBrougham (1778-1部8)，James Mill (1773-1部6)な
どが中心となり，前記 Buchananを教師として，19年 LondonlζInfantSchoolを設けた。 また 31)
S. Wilderspin ο792-1866) や D.Sotw (1793-1部4) さらに Pestalozzi主義者の C.Mayo 
(1792-1846) 32) J.P. Greaves (1777-1842)などの努力によって，次第に発途してゆき，すでに36
年Kは，前記Mayoにより InfantSchoolの教員養成もはじめられた。 そしてかような労働者や貧
困者の子女を中心lζ保育する InfantSchoolの数が，やがて約初日O施設にも及んだといわれる。
しかしそれらは， Owenの素志1<:反して，いわゆる お】小学校方式の教育となり，3 R'sの初歩と厳
しい訓練や宗教教授の場へと退化していった。その後，初 Frabel主義の多響も受けたが，なおその大
勢を動かしえなかった。 Owenの考え方は，I時代と社会に少なくと 1世紀先んじていたといえるで
あろう。
すでに33年から， Infant School IL対し紛「国の補助金」が支出され，その代り国の視学監督(
39)も開始された。そしてやがてそれは，70年の全国的規模の「小学校法JThe Elementary Actと
その発展のうちに，小学校組織の一部分としての形式をもつように進んでいったのである。
E後記) 1. 乙の項の詳細については，頁数の関係で，省略せざるをえなかった。
2. 将来の執筆計画は，およそつぎのようである。
( 64 ) 
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(()鰯人労働と保育箆設の発達一20世紀のイギリスとソ連
(1)わが国の幼児生活・録人労働と保育運動の展開一明治以降欺絞まで
( lV)婦人労働の発展，家庭および保育鐙設の将来
要 約
-149-
1. 婦人労働と家庭生活と乳児の保育施設の関連が，問題視されており，その解決は，今日の課題
であるが，本稿では，まず歴史的に児童 ・婦人労働と保育施設の制設 ・保育連動の展開過程を，イ ギ
リスの19倣紀iζっき究明しようとする。
2. 産業革命の進行と共iζ，その弊害も現われた。その結果ともみられる60年代までの児童・婦人
労働の惨状を分析し，その対策に努力した代表者としての，R. Owen， K. Marx， F. Engelsの所説
を述べる。しかしそれらの解決lζ当って， Owenは Marx，Engelsと巡って，教育的社会主義の立
場から考えかっ実践した。
3. Owenは政治家 ・知識人の啓蒙と「工場法」による規制と教育，ζとに幼児期の性格と環境改
善の教育から着手する乙とによって，それらを根本的lζ解決し，世界を革新しようと意図して， New 
Lanark工場内に1816年 InfantSchoolを世界に先んじて創設した。
4. Infant Schoolの教育は，環境による性絡形成，性絡形成による環境改善を中心Ir.，鍵康増進
と集団的生活訓練を重んじ，しかも幼児の生活や発達段階lζ適応した新しい教育内容をもっていたの
で，好評であった。
5. Infant Schoolの教育が成果をあげ，彼と後継者の努力によりやがてイギリスに，多くのInfant
Schoolが設けられ，労働者の子女を保育した。しかしやがてその教育方法は，小学校式となり，彼
の来・志と違っていった。 Owenの考え方は，時代に1世紀先んじていたというととができる。
支 献
1) 労働省婦人少年局編， 録人労働の実情 。961年度)
2) A. Gesel and others; lnfant and Child in仕leCulωre of Today 
3) r.L. Kandel; The New Era in Edu回 tion
4) J. P凶 fer; Ge記hichteder Kleinkinderp:3dagogik 
5) エンゲルス編・向車Z逸郎沢， 資本省(カ ルー・7ルクス)第1巻第2分間
6) R. Owen; The Life of Robert Owen by Himself (M.Beer) 
7) R. Owen; A New VieY{ of Society and other writ.ings (G.Colめ
8) R. Owen; The Life of. 
9) マルクス・エンゲルス選集(補完2) イギリス1:おける労働者階級
10) M. Krecker; Aus der Geschichte der Kleinkindererziehu.ng 
11) エンゲルス編 ・向坂逸郎釈， 資本論(カー ル・マルクス)第1巻第2分附
12) 向上 向上第3分冊
13) 同上 向上
14) 同上
15) ベーペル箸・草間平作訳， 録人造 上巻
( 65 ) 
向 上
昭和37
1949 P.258 
1祭主5 P.200 
1923 P. 79 
昭和33 P.237 
1920 P.161 
1949 P. 27 
1920 P.1l5 
昭和28 P. 49一大月番底
1959 5.81-86 
昭和33 P.15-185岩波書底
同上 P.270-271向上
向上 P.272 同上
同上 P.320-322同上
昭和36 P. 23 同上
-1印 ー 児i'!学
16) H. C. Dent; British Education 
17) R. Owen; Tbe Life of. 
E. P.Cubberley; The Hjstory of Education 
18) マルクス ・エンゲルス選集， 上 記
1949 
1920 
1倒8
昭和28
P.13-14 
P.1l6 
P.624-625 
P.お8 上記
19) A.J. Sorolcina; Lehrbuch der Vorschul凶dagogik 1955 念 20
小川正通訳著，ソ速の幼児教育 昭和32 P. 31 理想社
20) ?ルクス ・ヱンゲルス著・マルクス ・レーニン主義研究所釈共産主畿の原理昭和30 P. 93国民文庫社
Marx u， Engels; Manifest der Kommunistischen Partei 1955 S. 34 
21) R. Owen; An Address to the Inhabitants of New Lanark 
(A New View of. ) 1949 P. 97 
22) R. Owen; ibid 1949 P.ll0 
幻) R. Owen; The Life of. 1920 P.189 
24) R. Owen; A New View of. 1949 P. 40 
25) R. Owen; The Life of. 1920 P.212 
26) 五tl!i定者(， ロパ トー ・オ エーン 昭和10 P.13ら 1ー35三省盆
27) 小川正遜稿， オーエンの幼児教育思想とその尖践 昭和33 〈保育11-12月)
2渇) R. Owen; The Life of. 1920 P.192 
29) R. Owen; ibid 1920 P.195 
30) R. Owen; ibid 1920 P.197 
31) R. Owen; ibid 1920 P.211-212 
Curtis and Boultwood; An lntroductory History of 
English Education since 1800 19印 P.119-123
32) K. Silber; Pestalozzis Beziehungen England and Amerika 1963 S.55-169 
33) J. Prufer; ibid 1923 S.85 
34) J. S. Brubacher; A History of the Problem of Education 1947 P.403 
35) 小川正通稿 「幼稚園禁止令J (1851一切〉における Frobel-Movementの
展開過程と成果 昭和32 <*飯学大紀要)
36) R. R. Rusk; A History of Infant Education 1951 P.l65 
其の他 1. J. H. S. Bossard; Theおciologyof Child Development 1948 
2. 梅線傍若 世界教育史 昭和30 光文社
3. 芝野庄太郎著 ロパート・オ エーンの教育思想 昭和36 お茶の水書房
4. 小川正通著 保育原理 昭和30 金子容房
5. 小川，山下，荘司共著 幼児教育学 昭和37 お茶の水書房
6. 小川正通積 イギリスにおける幼児学校の発途過程 昭和31 (保育9月)
Summary 
1. The correlation among woman' s labour， home life and nu同町yinsitutions is regard-
ed as important problems to be solved at present. Therefore， I intende.d to study the 
history of infant and woman/s labour， the establishment of nursery institutions， and 
the developmental process of Infant-School-Movement in the nineteenth century 
Britain. 
2. The development of the Industrial Revolution brought poverty and misery with it. 
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It is the object of the paper to give my opinion of R. Owen， K. Marx and F. Engels 
who analysed the misery of the child/s and woman/s labour and who made efforts to 
solve its problems. But Owen/s idea and practice were different from the others. His 
thought was educational socialism. 
3. In 1816， Owen founded， at his mill town of New Lanark， the first British Infant 
School， received children "at one year or as s∞n as they could walk" and retained 
them until the age of six. 
4. The education in the infant school set much value on the character of children 
through their environment， the betterment of their environment by means of charac-
ter formation. and the promotion of their health and living training. Moreover. 
there was a new curriculum which was fited for their developmental stages. 
5. The education of the infant sch∞1 was successful. Through activities of Owen and 
his succeseors. more infant schools were rapidly established in Britain However. 
later the Infant school became like an oridinary school in its emphasis upon 3R〆sand 
other school-skils. These results were contrray to Owen〆swilL 
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